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スーパー ボンド ベア オープン３ 

 
運用報告書（全体版） 

 

第13期 (決算日2018年７月30日) 
 

作成対象期間 (2017年７月29日～2018年７月30日) 

 
受益者のみなさまへ 

 
平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
なお、当ファンドは、運用開始以来永らくご愛顧いただきましたが、2019年７月29日に信託
期間満了となります。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 
●当ファンドの仕組みは次の通りです。 
 
商 品 分 類 追加型投信／国内／債券／特殊型（ブル・ベア型） 

信 託 期 間 2005年７月29日から2019年７月29日までです。 

運 用 方 針 

国債証券先物取引を積極的に活用し、日々の基準価額の値動きがわが国の長期債市場全体の日々の値動きの概ね４倍程度反対となる
ことを目指して運用を行います。 
運用にあたっては、わが国の短期公社債等の短期有価証券を中心に、コールローン等にも投資するとともに、国債証券先物取引の売
り建てを行います。 
国債証券先物取引の売り建ての額は、原則として信託財産の純資産総額のほぼ４倍程度となるように調整を行います。 

主な投資対象 円建ての短期公社債等の短期有価証券を主要投資対象とし、国債証券先物取引を主要取引対象とします。 

主な投資制限 株式への投資は転換社債の転換等に限るものとし、投資割合は信託財産の純資産総額の30％以内とします。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として利子・配当等収益を中心に基準価額水準等を勘案して分配します。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

９期(2014年７月28日) 4,604 0 △12.9 74.9 △399.7 7,486 

10期(2015年７月28日) 4,207 0 △ 8.6 75.1 △400.3 5,676 

11期(2016年７月28日) 3,445 0 △18.1 － △401.2 3,411 

12期(2017年７月28日) 3,696 0 7.3 － △399.8 3,343 

13期(2018年７月30日) 3,570 0 △ 3.4 － △396.9 3,031 
 
＊ 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
＊ 当ファンドは、日々の基準価額の値動きが長期債市場全体の日々の値動きの概ね４倍程度反対となることを目指して運用を行うため、ベ

ンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 
2017年７月28日 3,696 － － △399.8 

７月末 3,699 0.1 － △399.5 
８月末 3,603 △2.5 － △399.4 
９月末 3,656 △1.1 － △398.3 
10月末 3,642 △1.5 － △399.9 
11月末 3,595 △2.7 － △398.9 
12月末 3,600 △2.6 － △399.4 

2018年１月末 3,641 △1.5 － △400.8 
２月末 3,581 △3.1 － △401.0 
３月末 3,566 △3.5 － △400.2 
４月末 3,576 △3.2 － △399.1 
５月末 3,543 △4.1 － △401.1 
６月末 3,535 △4.4 － △401.5 
(期  末)     

2018年７月30日 3,570 △3.4 － △396.9 
 
＊ 騰落率は期首比です。 
＊ 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 
 

 

（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパ

フォーマンスを示すものです。作成期首（2017年７月28日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
基準価額は、期首3,696円から期末3,570円に126円の値下がりとなりました。 

 

期末の長期国債利回りは、期首と比べて小幅ながらも上昇しましたが、債券先物の限月入

替に伴うコストがマイナスに影響したことなどもあり、基準価額は下落しました。 
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○投資環境 
当作成期首からの国内債券利回りの推移は、北朝鮮情勢への懸念やイタリア政治情勢の不

安定化などから安全資産としての需要が高まった局面などで利回りが低下（価格は上昇）し

た一方、外国債券利回りが上昇（価格は下落）した局面や、国内株式市場が上昇した局面な

どで利回りが上昇（価格は低下）しました。期末の利回りは、当作成期首比で小幅の上昇と

なりました。 

 

 

 
※債券利回りの低下は債券価格が上昇したことを示し、逆の場合は下落したことを示します。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
国内の短期公社債やコール・ローンなどで運用すると共に、債券先物取引の売り建てを

行ってまいりました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは、日々の基準価額の値動きが

長期債市場全体の日々の値動きの概ね４倍程
度反対となることを目指して運用を行うため、
ベンチマーク等はありません。 
グラフは、期中の当ファンドの期別基準価

額騰落率です。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
◎分配金 

収益分配金は、利子・配当等収益等の水準及び基準価額水準等を勘案し、決定しました。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第13期 

2017年７月29日～ 
2018年７月30日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 225  
 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

わが国の長期債市場全体の日々の値動きの概ね４倍程度反対の投資成果を得られるよう運
用を行ってまいります。 
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○１万口当たりの費用明細 (2017年７月29日～2018年７月30日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

 
 

円 ％  

（a） 信 託 報 酬 20  0.565  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 8)  (0.228)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (11)  (0.299)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.038)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.024   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 1)  (0.024)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 21   0.591    

期中の平均基準価額は、3,603円です。  

 
＊ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 
＊ 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
＊ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小

数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年７月29日～2018年７月30日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 
内 

 千円 千円 
国債証券 830,024 830,024 

 
＊ 金額は受け渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

＊ 単位未満は切り捨て。 

 

  

公社債 
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○派生商品の取引状況等 (2017年７月29日～2018年７月30日) 

 

銘 柄 別 
買 建 売 建 当 期 末 評 価 額 

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評 価 損 益 

国 
内 

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

債券先物取引 10年国債標準物 － － 51,428 52,853 － 12,035 18  
＊ 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年７月29日～2018年７月30日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
債券先物取引 52,853 52,853 100.0 51,428 51,428 100.0 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 746千円 
うち利害関係人への支払額（B） 746千円 

（B）／（A） 100.0％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野
村證券株式会社です。 
 
○組入資産の明細 (2018年７月30日現在) 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

債券先物取引 １０年国債標準物 － 12,035 
 
＊ 単位未満は切り捨て。 

 

  

先物取引の銘柄別取引・残高状況 

利害関係人との取引状況 

先物取引の銘柄別期末残高 
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○投資信託財産の構成 (2018年７月30日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 3,040,941 100.0 

投資信託財産総額 3,040,941 100.0 
 
＊ 金額の単位未満は切り捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年７月30日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,040,941,400   

 コール・ローン等 2,999,427,800   

 未収入金 18,173,600   

 差入委託証拠金 23,340,000   

(B) 負債 8,975,349   

 未払解約金 412,404   

 未払信託報酬 8,524,262   

 未払利息 5,962   

 その他未払費用 32,721   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,031,966,051   

 元本 8,492,040,000   

 次期繰越損益金 △5,460,073,949   

(D) 受益権総口数 8,492,040,000口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 3,570円 

 
（注）期首元本額は9,045,070,000円、期中追加設定元本額は

662,520,000円、期中一部解約元本額は1,215,550,000円、１
口当たり純資産額は0.3570円です。 

 

○損益の状況 (2017年７月29日～2018年７月30日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △    1,684,924   

 受取利息 △          721   

 支払利息 △    1,684,203   

(B) 有価証券売買損益 8   

 売買損 8   

(C) 先物取引等取引損益 △   81,521,092   

 取引益 31,719,364   

 取引損 △  113,240,456   

(D) 信託報酬等 △   17,766,841   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △  100,972,849   

(F) 前期繰越損益金 △  983,718,315   

(G) 追加信託差損益金 △4,375,382,785   

 (配当等相当額) (    190,733,545)  

 (売買損益相当額) (△4,566,116,330)  

(H) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) △5,460,073,949   

(I) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) △5,460,073,949   

 追加信託差損益金 △4,375,382,785   

 (配当等相当額) (    190,733,545)  

 (売買損益相当額) (△4,566,116,330)  

 分配準備積立金 762,047   

 繰越損益金 △1,085,453,211   
 
＊ 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引

損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
＊ 損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 
＊ 損益の状況の中で(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加

設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をい
います。 
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（注）分配金の計算過程（2017年７月29日～2018年７月30日）は以下の通りです。 

項 目 
当  期 

2017年７月29日～ 
2018年７月30日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 190,733,545円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 762,047円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 191,495,592円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 225円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 
※ 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 
※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

該当事項はございません。  


